
2002年12月から４ヶ月

弱、ロンドンの自然史博物

館で研究を行う機会を得ま

した。この博物館は大英博

物館の一部として1756年に

開館し、1880年に自然史部

門が現在のサウス･ケンジ

ントンに引っ越し、1963年

に自然史博物館（T h e

Natural History Museum）

として独立しました。訪れ

てみて感じた琵琶湖博物館

との一番の違いは、歴史の

重みです。自然史博物館の

研究者に言わせると、「ガ

ラスは液体」だそうです。

200年以上経過すると、ガ

ラスの標本ビンは下に垂れ

下がり、上部が薄くな

り、下部の厚みが増し、割

れやすくなるそうです。

液浸標本のラベルは今で

も羊皮紙（ヤギ皮を薄くな

めしたもの）を使っていま

す。第２次世界大戦後一時、

紙のラベルを使ったことも

あるそうですが、紙は50年

も経過すると劣化してしま

いました。それに対し、開

館当時の羊皮紙のラベルは

200年以上経過してもまっ

たく劣化は見られないそう

です。そこで現在では、ラ

ベル用に羊皮紙を特別注文

しているそうです。

開館後７年にも満たない

琵琶湖博物館では想像

もつかないことがいろ

いろありました。今後、

琵琶湖博物館でも200

年後のことを考え、日

本伝統の手すき和紙に

墨のラベルを検討する

必要があるのかもしれ

ません。
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琵琶湖博物館ミュージアムショップのコンセプトは「来館者の知性と知識を刺激する」です。
ショップでの来館者と店員さんとの交流をのぞいてみました。
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ここのミュージアムショッ
プの特色は何ですか？

何と言っても淡水魚関係の
グッズが豊富なことです。お
客様の中には、それだけを目
的に何回も足を運んでくださ
る方もいらっしゃるほどで
す。水族展示を見たあとで
「あそこにいた魚のグッズが
欲しい」という方も多いよう
です。
先日も最近生まれたお友達

の赤ちゃんがナマズに似てい
るので、「ナマズぬいぐるみ」
が欲しいというお客様がおら
れ、想像しただけで微笑まし
くなりました。

オープンからまもなく７年
になりますが、来館者の方々
の変化を感じられますか？

世の流行を反映しているの
がよく分かります。今は、や
はり鉱物、化石がブームのよ

うですね。女性の方がインテ
リアとして高価な鉱物を買っ
て帰られることもあります。
それにショップのみを目的に
来館されるお客様が増えてい
ます。リピーターのお求めに
なるのは鉱石、化石、書籍な
どの専門性ある物です。私た
ちもそうしたお客様のご要望
に応えられるよう、日々勉強
しなければと思っています。

来館者の方々との交流の楽
しみは何ですか？

以前来られたときにお買い
あげいただいたペンダントや
ブローチなどを身につけて来

られたときです。そういった
お客様とは博物館グッズ談議
のようなこともできて、他の
博物館のグッズ情報も教えて
いただくこともあります。こ
うした情報がオリジナルグッ
ズ開発のヒントになるので
す。

人気のナマズぬいぐるみ

インテリアにも使える鉱石

オリジナルペンダントが創れる

7 ■ うみんど 第28号

自然史博物館ダーウィンセンターの液浸収蔵庫
（写真掲載は自然史博物館の好意による）

琵琶湖博物館ミュージアムショップのグッズについては下記
でご覧いただけます。

URL  http://www.from.co.jp/oydeya/ 
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